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平成 28年
（2016 年）

　各地で悪質な詐欺行為の被害
が後を絶ちません。電話がかかっ
てきて少しでも不審に感じたら、
１人で判断しないで家族や友人、
警察に相談しましょう。
■問　市民安全課交通防犯班
内線3324家族、地域の絆で防ごう

ストップ!電話de詐
さ ぎ

欺

詐欺を防いだ白土晴菜さん（中央）と職員の皆さん
詐欺を防いだ岩野徹さん（右から 2人目）と職員の皆さん

振り込む前に相談を！
◆印西警察署
☎ 0476（42）0110
◆「電話de詐欺」相談ダイヤル
（千葉県警察）
☎　0120（494）506

（平日　午前8時30分～午後5時15分）
◆緊急の時は　☎　110番

東京五輪に向けて始動！安藤美希子選手リオ五輪出場報告会
　3日㈯にリオ五輪ウエイトリフティング58㌔級で5位に入賞した安藤美希子さんの報告会が文化会館かおりホールで開催されました。会場には約200人
が訪れ、熱気に包まれる中、安藤選手から応援していただいた皆さんへの感謝と「東京五輪ではメダルを目指してがんばります」と意気込みを語りました。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

安藤選手を囲んでガッツポーズ

※詐欺を未然に防いだ2人には印西警察署長から感謝状が贈られました。

　千葉銀行白井支店の白
しら と は る な

土晴菜さんは、「窓口で高齢女性が高額な現金を
下ろそうとしていたので話を聞くと、『同居していない子に渡す』『振り
込みできないので現金で』などの言葉から詐欺を疑い警察に通報をしま
した。食い止められて本当に良かったです」と話してくれました。

　西白井駅前郵便局の岩
いわのとおる

野徹さんは、「窓口に訪れた80代男性がリ
フォーム資金として高額な現金を引き出そうとしていたため詐欺
を疑い警察に通報しました。局内みんなの連携で食い止めることが
できたと思っています」と話してくれました。

　安藤選手の指導のもと、実際にバーベルを持ち上げる体
験ができます。ウエイトリフティングを楽しみませんか。
日時　11月20日㈰　午後2時～ 3時
場所　マスターズ運動館（鎌ケ谷市）
対象　市内在住の小学4から中学2年生
までとその保護者　10組（申し込み順）
参加費　無料　
※公共交通機関での来館をお願いします。
■申・■問　電話かファクスでマスターズ運動館 ☎・N 047
（436）8280へ

地
域
の
力
で
詐
欺
を
間
一
髪
で
防
止

白井市出身のオリンピック選手
安藤さんが教えるキッズ・リフティング

65 ㌔のバーベルで試技を披露
白井第一小学校の子どもたちから金、銀、銅
の手作りメダルをプレゼント

す
ぐ
近
く
で
被
害
は
発

生
し
て
い
ま
す

　
市
内
で
も
今
年
の
1
月
か
ら
7
月

ま
で
に
6
件
の
振
り
込
め
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
額
は
7
6
7
万
1
0
2
5
円

で
す
。
昨
年
は
8
件
の
被
害
が
あ
り

被
害
額
は
5
2
2
万
円
で
、
今
年
の

被
害
額
は
す
で
に
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
他
人
事
と
思
わ
ず
に
、
普

段
か
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
千
葉
県
警
察
、
印
西
警
察
署
で
は

『
電
話
に
出
ん
わ
作
戦
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
電
話
de
詐
欺
と
思
わ
れ

る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
相
手
と

話
さ
な
い
こ
と
で
す
。
相
手
は
あ
る

意
味
プ
ロ
で
す
の
で
話
せ
ば
だ
ま
さ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
留
守
番
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
犯
人
は
「
留
守
番
電
話
」
や
「
電

話
の
録
音
」
を
嫌
が
り
ま
す
。

　
犯
人
の
う
そ
の
話
を
聞
か
な
く
て

す
む
の
で
安
心
で
す
。

◆
番
号
通
知
サ
ー
ビ
ス
（
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
家
族
や
友
人
な
ど
の
電
話
番
号
を

登
録
し
て
、
非
通
知
や
知
ら
な
い
電

話
番
号
に
は
出
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

西白井駅前郵便局で 千葉銀行白井支店で
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窓口での施設予約・精算業務
の受け付けについて

　市では、10月10日㈷、12月23日㈷に個人情報保
護の管理をさらに強化するため、市役所などの各
種システムの改修を行います。
　当日開館している下記施設窓口での予約、精算
の受け付けはできません。
※インターネット端末からは通常どおり予約シス
テムへアクセスできます。

■問　情報管理課情報管理班　内線3361 ～ 4

これからの協働の地域づくり
～つながりと持ち寄りでつくる地域の力～

　これから少子高齢化が進み地域が大きく変化する中、地域のつながりをつくり、お互
いにできることを持ち寄って活動し、誰もが安心・安全でいきいきとした生活が送れる地
域づくりが求められています。
　自治連合会と市が共催で、これからの地域づくりの考え方や取り組みについて、皆さん
と一緒に理解を深めるための「地域づくり講演会」を開催します。
　地域で活動している人、地域づくりに関心がある人など、ど
なたでも参加できます。
　地域づくりについて一緒に考えてみませんか。
日時　10月9日㈰　午後2時～ 4時（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館かおりホール
対象　市内在住・在勤・在学者　150人（先着順）
講師　千葉大学法政経学部教授　関谷昇さん
入場料　無料
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3152 関谷昇さん

Q
　
時
々
、
通
信
販
売
を
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
先
日
、
大
手
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
販
売
会
社
を
装
い
「
注

文
品
の
ご
用
意
が
で
き
た
の
で
本
日

発
送
し
ま
す
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
送

ら
れ
て
き
た
。
注
文
し
た
の
か
ど
う

か
記
憶
が
不
確
か
な
た
め
、
荷
物
が

配
送
さ
れ
る
前
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
方
が
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
今
回
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
に

は
、
い
つ
注
文
し
た
の
か
な
ど
の
詳

細
が
あ
り
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
を

促
し
、
個
人
情
報
の
収
集
を
目
的
と

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
送

り
付
け
ら
れ
る
広
告
や
間
違
い
を

装
っ
て
届
く
「
迷
惑
メ
ー
ル
」
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
は
し

な
い
方
が
よ
い
で
す
。

　
届
い
た
メ
ー
ル
の
件
名
を
読
み
、

全
く
心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
、
添

付
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
ず
に
メ
ー
ル
ご

と
削
除
し
、
迷
惑
メ
ー
ル
が
届
か
な

い
よ
う
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
通
信
販
売
は
、
自
宅
に
居
な
が
ら

買
い
物
が
で
き
、
重
い
物
を
家
ま
で

運
ん
で
く
れ
る
便
利
な
も
の
で
す
が
、

注
文
し
て
か
ら
届
く
ま
で
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
取
り
引
き

が
終
わ
る
ま
で
記
録
は
残
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
す

る
場
合
は
、
ま
ず
は
電
話
で
商
品
の

詳
細
、
返
品
、
解
約
方
法
な
ど
を
事

前
に
確
認
し
、
注
文
の
際
は
販
売
会

社
の
所
在
地
、
連
絡
先
が
載
っ
て
い

る
ペ
ー
ジ
、
契
約
の
ペ
ー
ジ
を
印
刷

ま
た
は
保
存
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、
配
送
業
者
が
注
文
し
て

い
な
い
荷
物
を
運
ん
で
き
た
ら
「
宛

先
人
名
」「
発
送
元
の
会
社
名
」「
連

絡
先
」
な
ど
の
メ
モ
を
取
り
、
品
物

の
受
け
取
り
は
拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
205

発
送
確
認
を
装
っ
た
偽
メ
ー
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
（
フ
リ
ー
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を

募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

品
物
の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
ご
み

松
戸
市
営
白
井
聖
地
公

園
墓
地
の
使
用
者
を
募

集
し
ま
す

　
松
戸
市
営
白
井
聖
地
公
園
（
白
井

市
平
塚
）
に
お
い
て
返
還
さ
れ
た
墓

地
1
1
3
区
画
（
芝
生
墓
地
66
区
画
、

普
通
墓
地
47
区
画
）
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

●
申
込
者
が
松
戸
市
ま
た
は
白
井
市

に
1
年
以
上
（
平
成
27
年
10
月
8
日

以
前
か
ら
）
継
続
し
て
居
住
し
て
い

る
こ
と

●
自
宅
に
遺
骨
が
あ
る
、
ま
た
は
遺

骨
を
他
の
墓
地
・
納
骨
堂
に
埋
蔵

（
葬
）・
収
蔵
し
て
い
る
人

●
申
込
者
が
埋
蔵
さ
れ
る
人
の
2
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

●
申
込
者
が
祭さ

い
し祀

の
主
宰
者
（
葬
儀

の
喪
主
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

※
申
し
込
み
は
、
資
格
者
1
人
に
つ

き
1
通
1
カ
所
の
み
と
し
、
複
数
の

区
画
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
と

な
り
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
、
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
類
の
添
付
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
公
開
抽
選
に
よ
り
当

選
さ
れ
た
人
の
み
、
後
日
書
類
審
査

を
行
い
ま
す
。

申
・
問

　
専
用
の
申
込
書
（
9
月
26

日
㈪
か
ら
10
月
7
日
㈮
ま
で
、
白
井

市
役
所
環
境
課
、
白
井
聖
地
公
園
管

理
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
）
お
よ
び

返
信
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
10
月
7
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
で
〒
2
7
1
―
0
0
7

2
　
松
戸
市
竹
ケ
花
74
―
3

　
中
央

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
松
戸
市
健
康

福
祉
部
健
康
推
進
課
管
理
班

　
☎

0
4
7
（
3
6
6
）
7
4
8
5
へ

井戸水の水質検査を行います
　市では毎月2回、市内の井戸水の水質検査
を受け付けています。検査は民間検査機関
が行います。
　検査は専用の容器を使用しますので、必
ず事前に環境課で受け取ってください。
受付日時　10月4日㈫・18日㈫、11月1日㈫・
15日㈫、12月6日㈫・20日㈫、1月4日㈬・17
日㈫、2月7日㈫・21日㈫、3月7日㈫・21日
㈫　午前8時30分～正午
検査内容　一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、
硝酸態窒素および亜硝酸態窒素、塩化物イ
オン、有機物、PH値、味、臭気、色度、濁
度（11項目）
検査料金　5,400円
※検査機関から結果が郵送されましたら、
指定口座に検査料を振り込んでください。
■問　環境課環境保全・放射線対策班　内線
3287

◆農地転用は手続きが必要～無断農地転用防止で大切な農地を守りましょう～
　農地転用とは、農地に家を建てたり駐車場を作るな
ど農地以外に利用することをいい、農地は無断で転用
できません。
　市街化区域の農地転用には農業委員会へ届け出、市
街化調整区域の農地転用には許可が必要です。田･畑を

埋め立てて農地造成する場合も、農地法の許可または届け出が必要です。
　農地を無断で転用すると農地法違反となり、農地などの権利取得の効力が生じないだけでなく、農業委
員会から工事の中止や原状回復などの命令が出されることがあります。
　これらに違反した場合は農地法により罰則が定められていますので、農地は正しく使いましょう。
◆10月から農地の利用状況調査（農地パトロール）を実施
　農業委員会では遊休農地（耕作放棄地）の発生防止と解消に向けて、毎年1回農地の利用状況調査を行っ
ています。
　農地パトロールによる利用状況調査は農地法に定められており、今年度は10月から利用状況調査を実施
し、それぞれの状況に応じた対策を講じていくことになります。遊休農地解消に向け、ご協力をお願いし
ます。
●遊休農地対策の強化
　改正農地法では、農地利用状況調査で把握した遊休農地について、1年以上農作物の栽培を行わず、今
後も栽培が行われる見込みがない農地の所有者に対し、市から営農の指導、通知、措置命令などをするこ
とになっています。
●農地の貸し借り・売買
　後継者がいないなどの理由から「農地を貸したい、売りたい」と考えている人は農業委員または農業委
員会に相談してください。
●周囲に迷惑がかからないように
　遊休農地は、火災や病害虫の発生の原因、有害鳥獣の潜入、不法投棄の場所になることが多く、周辺農
地や近隣住民に悪影響を及ぼすので、耕うんや草刈りで、農地の適正な管理をお願いします。
■問　農業委員会　内線3261

農業委員会からのお知らせ

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

日
時

　
10
月
22
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所
　
白
井
総
合
公
園

募
集
区
画
　
30
区
画
（
1
人
1
区
画

ま
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
や
区
画
の
位

置
は
抽
選
で
、
結
果
は
後
日
通
知
し

ま
す
。

出
店
条
件

　
市
内
在
住
者
で
販
売
を

仕
事
と
し
て
い
な
い
人

販
売
で
き
な
い
も
の

　
飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
も
の

※
飲
食
物
は
種
類
に
よ
り
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

出
店
料
　
無
料

申
・
問

　
は
が
き
に
「
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
出
店
品
目
を
記
入
の
上
、

9
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

か
、
は
が
き
を
直
接
環
境
課
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線
3
2
7
5
へ

※
友
達
な
ど
と
近
く
で
出
店
を
希
望

す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

開館施設
日付 施設名

10月10日㈷ 運動公園
12月23日㈷ 運動公園、文化センター
※市役所および他の出先機関は祝日の
ため休みです。

自治連合会「地域づくり講演会」



2016.9.153

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「秋の全国交通安全運動」
～伝えよう　自分の存在　反射材～

　21日㈬から30日㈮までは「秋の全国交通安全運動」、30
日㈮は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　秋口は日没時間の急な早まりとともに、夕暮れ時や夜間
には、重大事故につながるおそれのある歩行中や自転車乗
車中の交通事故の増加が懸念されます。また、子どもや高
齢者が被害に遭う交通事故が依然として多く発生していま
す。「交通事故を起こさない」だけでなく「交通事故に遭
わない」ためにも、交通ルールの順守と交通マナーの実践
を習慣付け、交通事故防止を徹底しましょう。
【重点目標】
①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
（特に、反斜材用品などの着用の推進および自転車前照灯
の点灯の徹底）
③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
出
動
式

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
い

出
動
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
出
動
式
の
後
、
大
山
口
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
白
バ
イ
な
ど
の
展

示
、
な
し
坊
な
ど
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

一
緒
に
反
射
材
な
ど
の
安
全
用
品
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
コ
ス
モ
ス
広
場
（
印
西
市
）

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
2

サロンさつきの里
日時　28日㈬　午後1時～ 4時
場所　特別養護老人ホームさつき
の里
対象　一般（申し込み不要）
内容　脳の元気度測定、施設紹介、
リハビリ体操、クイズラリー、み
んなで歌を、梨トレ体操
参加費　100円（飲み物代）
■問　社会福祉協議会　☎（492）
5713、特別養護老人ホームさつき
の里　☎（492）1100

サロン（集いの場）を開催します

冨士ひだまりサロン
日時　30日㈮　午後1時
30分～ 3時30分
場所　愛の家グループ
ホーム白井冨士
対象　一般（申し込み
不要）

内容　喫茶、歌、脳の元気度測定＆何で
も相談、折り紙で簡単な花づくりなど
参加費　100円（飲み物代）
■問　地域包括支援センター　☎（497）
3474、社会福祉協議会　☎（492）5713

献
血
に
ご
協
力
を

　
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
不
妊
相
談
】

　
不
妊
や
不
育
症
で
悩
む
夫
婦
な
ど

か
ら
の
医
療
面
で
の
相
談
や
、
不
妊

治
療
・
不
育
症
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象

　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
夫
婦
な
ど
　
3
組
（
申
し
込
み

順
）

申
・
問

　
10
月
11
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1

1
3
5
へ

脳
の
健
康
ぐ
っ
と
ア
ッ

プ
講
座

〜
グ
ル
ー
プ
で
散
策
旅
行
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
〜

　
こ
の
講
座
で
は
、
散
策
旅
行
の
計

画
を
立
て
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
脳

の
機
能
を
鍛
え
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
認
知
症
予
防
に
役

立
つ
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
み
ん
な
で
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
程

　
10
月
19
日
・
26
日
、
11
月
2

日
・
9
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月
7

日
・
14
日
・
21
日
（
水
曜
日
・
全
9
回
）

※
12
月
7
日
に
市
内
を
散
策
し
ま
す
。

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
　
18

人
（
申
し
込
み
順
・
過
去
に
参
加
し

て
い
な
い
人
を
優
先
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
高
齢
者
福
祉
課
高

齢
者
支
援
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
4
へ

き
ら
り
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6

　
社
会
福
祉
法
人
フ
ラ
ッ
ト
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
「
輪
」
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、

「
輪
」
を
テ
ー
マ
に
「
き
ら
り
フ
ェ

ス
タ
2
0
1
6
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
笑
顔
写
真
を
組
み
合
わ

せ
て
一
枚
の
絵
を
完
成
さ
せ
る
「
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
に
挑
戦
！
」
を
行
い

ま
す
。
完
成
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

は
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
展
示
す

みんなで築こう　安心と活力ある健康長寿社会
　毎年9月15日は「老人の日」です。また、本日から21日㈬までの1週間は「老人週間」です。
この機会に、皆さん一人一人が家庭や地域などで高齢者と関わりを深めながら、高齢者
自らが高齢期のあり方について関心と理解を深めるために、どのような取り組みを進め
ていくことが必要かを考えるきっかけとしましょう。

◆市の状況
　7月末日現在の市内に在住する65歳以上の人は15,045人（男7,119人、女7,926人）で、
市内人口に対する65歳以上の人の比率（高齢化率）は23.8㌫です。昨年度より1.0㌫増加
しています。

◆米寿・100歳以上の皆さんに祝い品を贈呈します
　市では、米寿88歳を迎えられる昭和3年生まれの人と、大正6年3月以前に生まれた100
歳以上の人に対し祝い品を贈呈します。祝い品は老人週間に担当課から贈呈します。

◆目指す6つの目標
　老人週間は、皆さん一人一人が家庭や地域などの身近なところで高齢者との関わりを
深めたり、高齢者自らが高齢期のあり方について関心と理解を深めるために、どのよう
な取り組みを進めていくことが必要かを考えることを目的に実施しており、内閣府や厚
生労働省などが、老人の日・老人週間キャンペーンが目指す6つの目標を掲げています。
①すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、保健・福祉のまちづくりを進め、
ふれあいの輪を広げよう
②高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参加・ボランティア活動を進めよう
③高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組みを進めよう
④高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援のあり方や介護問題等をみんなで考え、
高齢者や介護者を支える取り組みを積極的に進めよう
⑤超高齢社会における家族や地域社会等の役割を理解し、お互いに協力して安心と活力
ある長寿社会をつくろう
⑥減災や防災への取り組みに関心をもち、日ごろから地域でのつながりを築こう
■問　高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484

る
予
定
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
屋
台
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
22
日
㈷
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南

山
）

問
　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
4
0
1
）
0
6
2
1

　地域（小学校区単位）に住む人たちによる「地域ぐるみネットワーク会議」か
ら生まれたサロン（集いの場）を開催します。
　子どもから大人まで、どなたでも参加できます。懐かしい歌を歌ったり、参加
者同士で話に花を咲かせ、楽しいひとときを過ごしませんか。

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

※
雨
天
時
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
不
良
な
ど
に
よ
り
、
中
止
・

中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
間

　
午
後
3
時
〜
5
時

※
10
月
以
降
は
日
没
時
間
に
よ
り
、

終
了
時
間
が
早
ま
り
ま
す
（
午
後
4

時
〜
5
時
）。

対
象

　
大
山
口
小
学
校
、
清
水
口
小

学
校
、
七
次
台
小
学
校
、
白
井
第
三

小
学
校
の
児
童

※
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
は
、
各
自
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
危
険
な
行
為

が
あ
る
場
合
は
係
員
が
指
導
を
行
い

ま
す
。
開
放
時
の
事
故
な
ど
は
、
市

で
加
入
し
て
い
る
保
険
の
範
囲
内
で

補
償
し
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3

　
市
で
は
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
」
に
よ
り
、
中
木
戸
公
園
競
技
広

場
の
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
開
放
中
は
ボ
ー
ル
遊
び
や
か
け
っ

こ
な
ど
、
自
由
に
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
日

　
毎
週
月
曜
日
（
祝
休
日
、

長
期
休
業
中
を
除
く
）

広い公園で思いっきり遊ぼう

谷谷桃桃子子バレエ団「白鳥の湖」全全幕幕
（解説付き）

文化会館自主事業

　文化会館の舞台に美しい白鳥たちが舞い降ります。
　今年の芸術の秋はバレエを楽しんでみませんか。
日時　10月15日㈯　午後4時30分～
（開場　午後4時）
場所　文化会館なし坊ホール
入場料（全席指定）　一般　5,000円、
65歳以上　4,500円、3歳～中学生
3,000円（未就学児は膝上無料）
※2階席は500円引きです。3歳未満
の入場はできません。
チケット取り扱い　火～日曜日　午前9時から午後5時までに文化会館窓口
へ（電話予約可）
■問　文化会館　☎（492）1121

© スタッフ・テス

月
曜
放
課
後
に
中
木
戸
公
園
競
技

広
場
を
児
童
へ
開
放
し
ま
す



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

子

育

て

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
ウエストグリーン
テニスクラブ 根1071―2 （491）8904

宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012 090（9851）7314
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
林国三 七次台3―41―5 （492）5686
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253
生涯学習課スポーツ振興班（土・日・祝日除く） 内線3435

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
大
会
で

発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
10
月
24
日
㈪

場
所

　
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
総
武
コ
ー
ス
（
印
西
市
）

※
27
ホ
ー
ル
使
用
し
て
プ
レ
ー

を
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　

2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ぺ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
費

　
1
5
、8
0
0
円

（
歩
き
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、

昼
食
付
き
）

参
加
費

　
3
、
0
0
0
円
（
賞

品
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

申
・
問

　
9
月
19
日
㈷
か
ら
30
日

㈮
ま
で
に
左
表
の
各
申
込
先
か
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内

線
3
4
3
5
へ

　大会の開催に伴い、コースとなる運動公園周辺の道路の交通規制を実
施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。
規制日時　10月2日㈰　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

10kmコース

コンビニエンスストア

5kmコース

2kmコース

3kmコース

白井梨マラソン大会の交通規制に
ご協力をお願いします

市
民
ゴ
ル
フ

フ
ェ
ス
タ

参
加
者
募
集

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
習

　
紙
の
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
か
わ
い

い
カ
ゴ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
は
さ
み
、
巻
尺
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

襖ふ
す
まと

障
子
の
張
り
替

え
講
習
会

　
基
本
か
ら
実
技
を
交
え
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
10
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
原
則
60

歳
以
上

　
8
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　冨士センターで日頃活動している「認定団
体サークル」が、さまざまな発表や体験学習
を行います。模擬店や子どもコーナーなど、
楽しいイベントがいっぱいです。
日時　10月9日㈰　午前10時～午後3時
※子どもたちは仮装をして来館し、ハロウィ
ンゲームやスタンプラリーをして菓子をもら
おう。幼児用ドレスの貸し出しもあります。

◆◆◆ 参加サークル ◆◆◆
英語劇、燻

いぶし

の会、家庭倫理の会白井市、油絵
教室白井サークル、布絵サークルどんぐり、
玲
れいようかい
曄会さくら、白井ソーラン踊り、和太極拳、

コール・アミ、ウクレレなんとなく会、あす
なろ、囲碁将棋、カラオケサークル（順不同）

冨  フェスタA・K・B＆ハロウィン
（明るく・キラリと・ビューティフル）
～体験・体感ミニフェスティバル～

公  

い
る
か
さ
ん

　
親
子
で
一
緒
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
制
作

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
3
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
体

験
教
室

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
6
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物

申
　
10
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  
ち
び
っ
こ
運
動
会

　
白
井
児
童
館
で
活
動
し
て
い
る
、

0
歳
児
親
子
教
室
と
親
子
サ
ー
ク
ル

の
友
達
と
一
緒
に
親
子
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
10
月
6
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
生
後
6
カ
月
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

福  

子
育
て
支
援
講
座

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
術

　
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
て
マ
マ

友
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

　
①
10
月
6
日
㈭
・
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン

　
②
10
月
13
日
㈭
・
親

子
ヨ
ガ

　
③
10
月
27
日
㈭
・
お
も
ち

ゃ
作
り
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
③
は
希
望
者
の
み
耳
つ
ぼ
ジ
ュ
エ

リ
ー
体
験
（
有
料
）
も
で
き
ま
す
。

対
象

　
生
後
6
カ
月
か
ら
1
歳
6
カ

月
ま
で
の
子
と
そ
の
母
親

　
10
組

（
全
日
程
参
加
で
き
る
人
を
優
先
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
①
・
③
一
般
社
団
法
人
日
本

ふ
れ
あ
い
育
児
協
会
代
表
理
事

　
三

上
千
賀
さ
ん

　
②
ベ
ビ
ー
ケ
ア
マ
ッ

サ
ー
ジ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
中
村

小
愛
さ
ん

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
10
月
3
日
㈪
・
17
日

㈪
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

10
月
1
日
か
ら
社
会
教
育

関
係
団
体
の
認
定
申
請
受

け
付
け
を
行
い
ま
す

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
学
習
、
家
庭
教
育
を
支
援

す
る
活
動
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た

支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社
会
教
育

活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、
新
た
に

認
定
を
希
望
す
る
団
体
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
団
体
は
公
民
館
な
ど

の
使
用
料
が
2
分
の
1
に
減
免
さ
れ

ま
す
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
は
除
く
）。

※
既
に
平
成
28
年
度
分
の
認
定
を
受

け
て
い
る
団
体
は
、
今
回
申
請
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
定
期
間

　
平
成
28
年
12
月
1
日
〜

平
成
29
年
5
月
31
日
（
半
年
間
）

認
定
要
件

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ
る

※
そ
の
ほ
か
に
も
審
査
基
準
項
目
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決
算

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役
員
・

会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
な
ど
活
動
内

容
が
分
か
る
書
類
、減
免
申
請
書（
各

書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
1
日

㈯
か
ら
25
日
㈫
ま
で
に
直
接
主
に
活

動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ

※
事
業
・
決
算
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

日
時

　
10
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰

場
所

　
白
井
中
学
校
体
育
館

対
象
　
7
人
以
上
（
う
ち
市
内
在
住
者

3
人
以
上
）
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
10
月
9
日
㈰
（
必
着
）
ま
で

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

持
ち
物
　
②
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費
　
①
・
②
無
料
　
③
1
5
0

円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
26
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
七
次
台
小
学
校
区
合
同
秋
祭
り
大
会

　
近
隣
自
治
会
や
企
業
に
よ
る
秋
祭

り
を
開
催
し
ま
す
。
か
き
氷
な
ど
の

出
店
、
み
こ
し
、
演
目
な
ど
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時

　
18
日
㈰

　
午
後
3
時
〜
8
時

（
雨
天
中
止
）　
場
所

　
七
次
台
小

学
校
校
定

問
　
大
野
☎
（
4
9
1
）
1
6
0
3

◆
デ
ジ
カ
メ
・
サ
ー
ク
ル
「
つ
つ
じ
」

写
真
展

　
会
員
各
自
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
で
、

個
性
と
情
熱
で
撮
っ
た
「
一
瞬
」
を

3
点
ず
つ
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
9
月
20
日
㈫
〜
10
月
2
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
場
所

　
千

葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
印
西
市
）

問
　
大
森
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
8

◆
3
B
体
操
無
料
体
験

　
補
助
道
具
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
若
さ
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

　
9
月
21
日
㈬
、
10
月

5
日
㈬

　
午
後
3
時
〜
4
時
30
分
・

冨
士
セ
ン
タ
ー
　
10
月
11
日
㈫
・
25

日
㈫

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
成

人
女
性
　
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

申
・
問

　
電
話
で
3
B
体
操

　
桜
井

☎
0
9
0
（
2
5
2
7
）
3
9
4
5
へ

◆
相
続
税
の
話

　
今
、関
心
が
高
い
法
律
相
談
は「
相

続
」
で
す
。
そ
の
中
で
も
相
続
税
に

つ
い
て
、
成
田
税
務
署
上
席
国
税
調

査
官
に
よ
る
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
一
般
　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

問
　
梨
の
実
ひ
ろ
ば
運
営
委
員
会

近
藤
☎
（
4
9
2
）
1
6
5
0

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

　「
い
ん
ば
沼
の
水
質
浄
化
を
考
え

る
〜
手
賀
沼
の
水
草
の
植
栽
・
回
収
、

特
に
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
事
例
に
し
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
1
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
ミ
レ
ニ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
ホ
ー
ル
　
対
象
　

一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境

基
金

　
本
橋
敬
之
助
上
席
研
究
員

　

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
佐
倉
市
役
所
環
境

政
策
課
☎
0
4
3
（
4
8
4
）
4
2

7
8
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
）
へ

◆
原
っ
ぱ
の
会
の
自
然
観
察
会
「
赤

ト
ン
ボ
を
さ
が
そ
う
！
」

　
ト
ン
ボ
を
中
心
に
秋
に
見
る
こ
と

の
で
き
る
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
2
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場

所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　
対

象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
蜻と
ん
ぼ蛉

学
会
委
員
　
柄
澤

保
彦
さ
ん
　
持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽

子
、
あ
れ
ば
虫
取
り
網

　
参
加
費

　

1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
、
中
学
生

以
下
は
無
料
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
高
野
☎

0
8
0
（
5
4
2
3
）
1
8
1
3
・

 y
m
h
arappa@

y
ah
oo.co.

jp

へ
◆
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
相
続
や
価
格
、
借
地
な

ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
2
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

　
場
所

　
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

柏
2
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー

問
　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
☎
0
4
3
（
2
2
2
）

5
7
9
5

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
各
種
許
認
可
、
相
続
、
遺
言
書
な

ど
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時
　
10
月
6
日
㈭
　
午
前
9
時
〜

正
午
　
場
所
　
白
井
市
役
所
2
階
相

談
室

問
　
興
野
☎
（
4
4
5
）
4
1
9
5

◆
平
成
29
年
3
月
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
就
職
面
接
会

　
平
成
29
年
3
月
の
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
に
、
参
加
企
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
個
別
面
接
会
な
ど
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
6
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け

　
午
後
0
時
30
分

〜
3
時
30
分
）　
場
所
　
船
橋
市
役
所

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
☎
0
4
7

（
4
3
1
）
8
2
8
7

◆
自
動
車
点
検
教
室

　
自
動
車
の
仕
組
み
や
タ
イ
ヤ
の
取

り
外
し
な
ど
、
安
全
確
保
の
た
め
の

日
常
点
検
方
法
を
実
践
を
踏
ま
え
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

日
時

　
10
月
8
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時

　
場
所

　
公
民
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
運
転
免
許
取
得
者

30
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　

無
料
（
昼
食
付
き
）

※
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
自
動
車
整

備
振
興
会
習
志
野
支
所
☎
0
4
7

（
4
6
7
）
8
8
8
1
（
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
へ

◆
な
ご
み
コ
ン
サ
ー
ト
「
八
千
代
高

校
鼓
組
」

　
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て
い
る
和

太
鼓
集
団
「
鼓
組
」
が
や
っ
て
来
ま

す
。
総
勢
約
50
人
、
大
迫
力
の
和
太

鼓
演
奏
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
8
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
開
場

　
午
後
1
時
）

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　

定
員

　
2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料

　
中
学
生
以
上
5
0
0
円
、

3
歳
〜
小
学
生
1
0
0
円
（
2
歳
以

下
は
無
料
）

申
・
問

　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

イ

ベ

ン

ト

◆
詩
吟
「
銀
尚
会
」
会
員
募
集

　
健
康
の
た
め
に
お
腹
か
ら
大
き
な

声
を
出
し
て
、
楽
し
い
仲
間
と
一
緒

に
吟
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
月
第
1
・
3
・
4
水
曜
日

（
月
3
回
）　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
ほ
か

講
師

　
詩
吟
講
師

　
後
藤
國こ
く
が
く岳
先
生

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

問
　
池
田
☎
（
4
9
2
）
4
7
2
8

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

　
毎
週
日
曜
日
の
午
前
7
時
30
分
か

ら
11
時
ま
で
、
七
次
第
一
公
園
に
て

市
内
在
住
の
小
学
3
か
ら
6
年
生
を

対
象
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
市
民
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
募
集

日
時

　
10
月
30
日
㈰
（
予
備
日
　
11

月
5
日
㈯
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時

　
場
所
　
白
井
運
動
公
園
　

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
　
種
目
　
男
・

公  
ア
ナ
ト
ミ
ッ
ク
骨
盤

ヨ
ガ

　
き
つ
い
け
ど
効
く
、
人
気
の
ア
ナ

ト
ミ
ッ
ク
骨
盤
ヨ
ガ
で
体
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
4
日
㈫
・
18
日
㈫
（
全

2
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人
　

11
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

森
下
由
美
子
さ
ん

持
ち
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

参
加
費

　
5
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

職
人
に
よ
る
手
作
り

和
菓
子
教
室

　
季
節
の
和
菓
子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
5
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
菓
匠
松
久
　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費

　
7
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
な
が
ら
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
焼
き
菓
子
の
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
定
員

　
10
月
8
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時  

①
ガ
ラ
ス

の
こ
ん
ぺ
い
と
う
で
作
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
16
人
（
5
歳
か
ら
・
申
し
込

み
順
）　
②
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
・
7
人

　10月22日㈯・23日㈰に開催される「しろいふる
さとまつり」の会場で販売する物品と、準備から開
催当日までサポートするボランティアを募集しま
す。バザーの売り上げは、地域福祉の充実に活用さ
れます。
【物品の受け付け・直接持ち込み期間】
10月12日㈬～ 18日㈫
※庁舎改修工事により、バザーの規模を縮小しま
す。自宅などへの引き取り（回収）は行いませんの
で、直接持参してください。
【ボランティア活動日程・内容】
10月12日㈬～ 18日㈫　物品の受け付け
10月19日㈬～ 21日㈮　物品の仕分けと値付け作業
10月22日㈯・23日㈰　商品の陳列と販売
■申　10月3日㈪までに電話か直接社会福祉協議会へ

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

電
話
番
号
、
枚
数
を
フ
ァ
ク
ス
で
、

地
域
交
流
・
子
育
て
支
援
な
ご
み

穴
田

（
4
9
1
）
6
9
3
9
へ

◆
「
お
と
な
」
も
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

　
成
人
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
を

開
催
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
陸
上
競
技

チ
ー
ム
や
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
が
走

っ
た
競
技
場
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
6
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

午
後
0
時
30
分

　
場
所

　
順
天
堂
大

学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
陸
上
競
技
場

（
印
西
市
）　
定
員
　
1
5
0
人（
申

し
込
み
順
）　
持
ち
物

　
運
動
靴（
雨

天
時
は
室
内
用
）、
健
康
保
険
証
の

写
し

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
酒
々
井
町
生
涯
学
習
課
☎
0
4
3

（
4
9
6
）
5
3
3
4
へ

女
ダ
ブ
ル
ス
（
1
部（
高
校
生
含
む
）・

2
部
・
3
部
）　
参
加
費
　
1
人
1
、

0
0
0
円
（
高
校
生
は
8
0
0
円
）

申
・
問

　
①
は
鈴
木
☎
（
4
9
1
）

4
3
5
1
、
②
は
10
月
14
日
㈮
ま
で

に
猪
野
☎
（
4
9
1
）
1
4
4
4
へ

◆
し
ろ
い
楽
ト
レ
体
操
参
加
者
募
集

　「
し
ろ
い
楽
ト
レ
体
操
」
は
介
護

予
防
を
目
的
に
市
が
推
奨
し
て
い
る

体
操
で
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
楽
し
く

脚
や
腕
の
筋
力
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。

　
筋
力
の
低
下
が
気
に
な
っ
て
い
る

人
な
ど
、
一
緒
に
体
操
し
ま
せ
ん
か
。

10
月
30
日
㈰
の
午
前
9
時
30
分
か
ら

説
明
会
と
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
6
日
㈰
か
ら
毎
週
日
曜

日
　
午
前
10
時
〜
11
時
　
場
所
　
ウ

ィ
ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
千
葉
白
井

　
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

　
20
人
（
先

着
順
）　
参
加
費

　
無
料

問
　
ウ
ィ
ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
千
葉
白
井

☎
（
4
9
8
）
1
4
4
8

◆
関
東
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　
こ
の
大
会
は
国
道
4
6
4
号
線
・

南
環
状
線
を
周
回
す
る
30
・
6
㌔
㍍

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
沿
線
周
辺
は

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
が
沿
線
を
通
行
す

る
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
ス
タ
ー
ト
　
東
京
電
機
大
学

ゴ
ー
ル
　
高
花
郵
便
局
前

問
　
関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
☎

0
3
（
5
4
1
1
）
1
4
8
8

◆
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校

（
医
学
科
、
看
護
学
科
）
学
生
募
集

　
防
衛
大
学
校
（
一
般
前
期
）、
防

衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
、
看
護
学

科
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
平
成
29
年
4
月
1
日
現

在
で
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
以
上
21

歳
未
満

　
受
付
期
間
　
9
月
30
日
㈮

ま
で

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

（
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
）

参
加
費
　
①
3
0
0
〜
8
0
0
円

（
作
品
に
よ
り
材
料
費
が
変
動
）

②
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
10
月
14
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
筆
文
字
体
験
・

10
人

　
②
正
午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン

デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
（
栗
お
こ
わ
と

和
食
の
盛
り
合
わ
せ
、
抹
茶
の
デ
ザ

ー
ト
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
無
料
　
②
5
0
0
円

（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

社  「チャリティーバザー」の
物品受け付けとボランティア募集
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み ん な の ひ ろ ば

天
　
家
毀こ

わ
つ
思
い
出
し
き
り
夏
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斎
藤
裕
子

地
　
裏
話
の
ま
だ
裏
が
あ
る
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

人
　
山
百
合
の
群
れ
咲
く
塚
の
浄
土
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

【
選
評
】　
天
　
長
年
住
み
慣
れ
た
家
を
毀
す
現
場
に
立
ち
会
っ
た

の
だ
ろ
う
。
毀
つ
事
情
は
ど
う
で
あ
れ
、
感
慨
無
量
だ
。
夏
の
果

の
季
語
が
、
作
者
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
る
。
地
　
終
戦
と
い
う

国
の
大
事
は
い
ろ
い
ろ
と
語
ら
れ
、
ひ
そ
か
な
裏
話
、
そ
の
ま
た

裏
に
は
こ
ん
な
実
話
が
…
な
ど
取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
実
感
の
あ
る

作
品
と
思
う
。
人

　
こ
れ
は
古
墳
だ
と
思
う
。
房
総
風
土
記
の
丘

や
、
さ
き
た
ま
古
墳
群
と
、
各
地
に
古
墳
が
あ
る
。
王
族
の
墓
か
、

丸
い
芝
草
の
塚
に
山
百
合
が
群
れ
咲
い
て
い
る
。
静
か
な
浄
土
の

よ
う
に
見
え
た
。

白
鷺
や
風
に
追
わ
る
る
青
田
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
山
敏
子

岩
肌
に
涼
し
さ
の
染
む
大
谷
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

朝
ド
ラ
に
合
す
厨
や
花
胡
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
西
　
八
十

托
鉢
の
僧
緑
陰
で
足
を
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

釣
忍
水
た
っ
ぷ
り
と
注
ぐ
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

万
緑
や
身
に
棲
む
邪
気
を
放
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

今
日
一
日
黙
し
て
過
ご
す
油
照
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
こ

顔
中
を
口
に
し
て
泣
く
緑
児
の

わ
が
娘
の
顔
が
母
に
変
わ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
黒
添
水
無
月

【
選
評
】
緑
児
が
泣
い
て
娘
の
顔
が
母
の
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
表
情
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
歌
に
す
く
い
上
げ
た
一
首
。「
顔

中
を
口
に
し
て
」
が
緑
児
の
泣
き
顔
を
よ
く
捉
え
て
い
ま
す
。

二
本
の
み
植
ゑ
し
朝
顔
い
き
ほ
ひ
て

庭
石
つ
た
ひ
門
扉
を
覆
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

甲
子
園
の
砂
か
き
集
む
る
選
手
ら
を

腹
ば
ひ
て
撮
る
カ
メ
ラ
マ
ン
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

預
か
れ
る
二
歳
の
男
の
児
ま
ま
ご
と
に

母
の
す
る
ご
と
吾
に
食
べ
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

睡
蓮
の
咲
け
る
水
面
を
ゆ
ら
す
が
に

時
の
間
し
げ
く
鳴
く
牛
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

　今月1日は防災の日でした。豪
雨や突風、地震など自然災害はい
つ来るかわかりません。北総は比
較的地盤が硬いといわれています
が、場所によって、それぞれ条件
が違います。東日本大震災以降、
防災への意識は格段に上がりまし
た。しかし、地域防災の観点で市
内の状況をみると、「何かが起こ
ったとき高齢の人などの安全を守
り切れるか」については、課題が
多いと思われます。
　私たちは、東日本大震災の日も
担当区内で危険な目にあったり困
ったりしている人がいないかお年
寄りを中心に確認に走り回り、個
別に対応しました。しかし、地域
に一人の民生委員だけでそこに暮
らす皆さんの安全を確かめること
の困難さをあらためて知る機会と
なり、自治会役員さんなどと連携

することの大切さを学びました。
守秘義務のある私たちは、ある程
度の情報を市から提供してもらえ
ます。しかし、自治会や住宅管理
組合、お隣お向かいの人などの協
力なしには地域防災を十分なもの
にすることは不可能です。
　大切なのは日頃から「ご近所意
識」を高めておくことでしょう。
遠くの親戚より…と申します。
　災害発生時にはどうすればよい
か、どのお宅に何が必要か家族で
話し、近所で話し、自治会で話し
合ってください。そして、民生委
員にもその情報を共有させてくだ
さい。地域内連携こそ、「安心な
毎日」のサポーターです。
※この記事は民生委員児童委員連
絡協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線
5303

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
宣
言
都
市

30
周
年
記
念
連
載
⑥

幼
い
日
の
思
い
出

　「
ド
カ
ー
ン
！
」
と
い
う
音
で
目

が
覚
め
て
顔
を
上
げ
る
と
、
目
の
前

の
ガ
ラ
ス
窓
は
一
面
赤
く
染
ま
っ
て

い
た
。
岡
山
の
教
会
の
2
階
で
寝
て

い
た
私
た
ち
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
、

3
歳
の
私
は
母
に
お
ぶ
わ
れ
、
5
歳

の
姉
は
母
に
手
を
引
か
れ
て
庭
に
出

た
。
1
9
4
5
年
6
月
末
日
の
こ
と

で
あ
る
。
牧
師
だ
っ
た
父
は
1
カ
月

前
に
病
死
し
、
お
骨
に
な
っ
て
い
た

が
、
母
に
は
持
ち
出
す
余
裕
な
ど
な

い
。「
急
い
で
！
」
と
メ
ガ
ホ
ン
を

持
っ
た
男
性
に
促
さ
れ
て
、
指
定
の

   

志し
ま
の
ぶ
こ

満
宣
子
さ
ん

　
74
歳

　

                          

笹
塚
地
区
在
住

防ぼ
う
く
う
ご
う

空
壕
に
急
い
だ
が
、
す
で
に
い
っ

ぱ
い
で
入
れ
ず
、
走
っ
て
他
の
防
空

壕
に
転
が
り
込
ん
だ
。
東
京
大
空
襲

を
経
験
し
た
人
が
い
て
、
ト
タ
ン
板

で
火
が
入
る
の
を
防
い
で
く
だ
さ
り
、

「
熱
い
、
熱
い
」
と
言
い
つ
つ
も
皆
、

何
と
か
助
か
っ
た
。
姉
と
私
は
そ
の

間
「
神
様
、
明
日
の
朝
ま
で
ど
う
か

守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手
を
合
わ
せ

祈
り
続
け
た
。

　
夜
が
明
け
て
外
へ
出
る
と
一
面
焼

け
野
原
に
、
教
会
の
石
の
門
が
二
本

立
っ
て
い
た
。
母
か
ら
教
会
の
門
に

別
れ
を
告
げ
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
信

州
（
長
野
県
）
上
諏
訪
の
母
の
実
家

へ
帰
る
た
め
に
岡
山
駅
へ
と
急
い
だ
。

私
を
お
ぶ
っ
た
母
は
焦
土
を
は
だ
し

で
、
姉
は
母
の
大
き
な
足
袋
を
履
い

て
、
駅
近
く
の
石
炭
の
山
が
燃
え
て

い
る
岡
山
駅
か
ら
汽
車
に
乗
っ
た
。

　
私
た
ち
の
姿
に
見
ず
知
ら
ず
の
人

が
母
に
草
履
を
、
姉
の
膝
に
は
お

に
ぎ
り
や
果
物
を
く
だ
さ
り
皆
さ

ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
、
母
の
実

家
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

実
家
は
同
年
齢
の
男
の
子
4
人
で

食
べ
る
も
の
は
な
い
。
私
が
食
べ

た
い
ご
ち
そ
う
を
言
う
と
母
は
色

鉛
筆
で
絵
を
描
い
て
「
は
い
、
お

待
ち
ど
お
さ
ま
」
と
言
っ
て
見
せ
、

私
た
ち
は
食
べ
る
ま
ね
を
し
て
満

足
し
て
眠
り
に
つ
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
戦
争
の
犠
牲
者

は
弱
者
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。

♦
防
空
壕
　
敵
方
の
航
空
機
の
攻

撃
か
ら
避
難
す
る
た
め
に
地
下
に

造
ら
れ
た
施
設
で
多
く
は
穴
を
掘

る
な
ど
し
て
築
い
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
内
線
3
3
5
4

※
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　8月11日㈷に開催された「庁舎整備工事夏休み親子現場見学会」に市内在住
の小学3～ 6年生までの親子18組36人が参加しました。
　現場事務所で庁舎整備工事の説明後、工事現場内に移動して作業内容の説明
がありました。普段乗ることができない重機の搭乗体験は、子どもたちに大好
評でした。また、参加した皆さんは、長さ7㍍の鉄骨に「いつまでもみんなの
暮らしを守ってください」「みんなが仲良くなれる市役所を作ってください」
などのメッセージやなし坊のイラスト、将来の夢など寄せ書きをしました。　
この鉄骨は庁舎のはりに使用され、10月22日㈯、23日㈰に開催される第35回
ふるさとまつりで見学できますので見に来てください。
■問　管財契約課庁舎建設準備室　内線3341・2

「庁舎整備工事夏休み親子現場見学会」
人に優しい市役所を目指します

第43回全日本中学校陸上競技選手権大会に千葉
県代表として出場！大山口中学校3年生の阿部真
沙生さんと七次台中学校3年生の小松絵里香さん

　長野県松本市で開催された「第
43回全日本中学校陸上競技選手
権大会」に大山口中学校3年生の
阿
あ べ ま さ お

部真沙生さんと七次台中学校3年
生の小

こ ま つ え り か

松絵里香さんが千葉県代表
選手に選ばれました。
　大会前に市長を表敬訪問した2
人に市長から 「厳しい練習に耐え、
代表に選出された阿部さん、小松
さん、ベストパフォーマンスが発
揮できるよう応援しています。体
調管理に気を付け、自己ベストを

目指して頑張ってください」と熱い応援がありました。
　8月22日に阿部さんは800㍍走の予選に、小松さんは200㍍走の予選にそれぞ
れ出場し健闘しました。全国大会出場という経験を基にこれからの活躍が期待
される2人を応援しましょう。

阿部真沙生さん（左）と小松絵里香さん（右）

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の

寄せ書きを前にみんなでポーズ

クレーン車に搭乗 高所作業車で 3㍍の高さへ


